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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 12/15実地指導があります。4月からのカルテの中身・並び順など間違いが無いか確認作業を進めて下さい。

· 医療機能評価の予備審査が12月に予定されていましたが中止となり、来年7月の本審査のみになりました。

· 患者様の衣類ネームについて

新しく購入した衣類には今後、大きく目立つ場所に名前を記入しないようにして下さい。裏にネームをつけるなどして工夫しましょう。

· 東病棟Gから車椅子用の体重計が南病棟Gの備品としてきます。2階の浴室に設置します。

· 9/29（金）午前に2階浴室の修理行います。

· 転倒・転落アセスメント評価・対応について

転倒・転落リスクのアセスメント評価をし、リスクの高い患者様を周知することで、転倒・転落を未然に防ぐ為に10月現在の患者様の状態を評価し提出して下さい。各受け持ちの患者様の分スコアシートの作成を進めて下さい。

＜注目患者様について＞

三浦　トシ様

今朝、朝食後より「飯まだ食ってない」などと易怒的となることあり、スタッフ介入していますが、同じ訴え聞かれています。最近、このような症状見られてきています。訴えに対して否定したり、話をそらしたりせずに傾聴し、訴えを受け入れたうえで「今準備していますのでもう少しお待ち下さい」等声掛けしていきましょう。また他患者様とのトラブルにならないように注意していきましょう。

＜SSTについて＞

SSTの内容が回想法と同じ内容になってきているという意見があり、もう一度SSTについて見直していきたいと思います。

SSTでは『褒める』ことが一番の鍵です。

例）下を向いている患者様がいて少しでも目が合ったら「今ちょっとでも顔を上げて話を聞いてくれましたね。ありがとうございます。」というように、ちょっとした事から褒めていくことが大事です。

南病棟GのSSTでは何を獲得していけばいいのか。

例）コミュニケーション

　　　　　↓

　　コミュニケーションをとる時、SSTを行うことによって患者様にどうなってほしいか。

· 部屋で臥床しているだけではなくホールに出てきて過ごす時間が増えてほしい。

· 人間関係が良くなればいい。

· 自分の体調をスタッフに伝えることができればいい。

といった期待を、SSTに結びつけて考える。

スタッフはフィードバッグすることが大事。

日常の生活の中でも、スタッフに対して話しかけてきた時、「話しかけてくれてすごく嬉しかったよ」という気持ちを患者様に伝える。喜び方として、握手・拍手など。

　　　　　　　　　　　　　　　そうすると

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

「あぁスタッフは私が話し掛けるとこんなに喜んでくれるんだ」という気持ちになりコミュニケーションがとれるようになる。

　　　　　　　　

